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はじめに	
	 ヒトは社会的な動物である。家族を超えた大きな共同体をつくり、政治や

経済、法制度や教育など、複雑な社会的機構を形成し、維持する能力は、ヒ

トという生物の発展の基盤となっている。同時に、複雑な社会的環境への適

応は簡単ではなく、社会的環境への不適応を引き起こす精神疾患や発達障害

などは、当事者の生活の質を大きく損なうものであると言える。認知神経科

学の発展に伴い、社会行動の基盤となる脳神経メカニズム、いわゆる「社会

脳」について、多くのことがわかってきている。例えば、相手の顔を認識す

る働きには紡錘状回と呼ばれる脳部位が、相手の動きや視線、意図などを把

握する働きには上側頭溝と呼ばれる脳部位が、相手の心の状態を推し量る働

きには、側頭頭頂接合部や前頭葉内側部と呼ばれる脳部位が関係していると

考えられている。これらの脳部位からなるネットワークは、社会脳ネットワ

ークあるいは社会脳と呼ばれている。	
	 一方で、ヒトが生まれて成長する過程で、社会脳の機能がどのように形成

され、社会環境に適応していくのかという問い、社会脳の発達については、

未だわかっていないことが多い。私は、発達認知神経科学の手法を用い、視

線の動きを計測する装置であるアイトラッカーや、頭皮上の電位変化から脳

の神経活動を計測する脳波計測などの技術を利用することにより、社会脳の

発達について、主に４つのテーマを中心に研究を続けている。	
	
研究テーマ１：自閉症における社会脳の非定型発達	
	 自閉症スペクトラム障害（以下自閉症）とは、対人行動やコミュニケーシ

ョンの発達における著しい困難さと、常同的・限局的・反復的な行動や興味

のあり方（こだわり）、という２つの臨床像によって定義される発達障害で

ある。特に、前者の対人コミュニケーションの困難さという特徴から、自閉

症は社会脳の非定型発達事例として捉えられることも多く、社会脳研究にお

ける主要な研究テーマの一つとなっている。私は、自閉症者を対象として、

彼ら・彼女らが他者に注意を向けたり、他者について理解したりする際の心

の働き（認知機能）、脳機能の発達について研究を進めている。	
	 自閉症者における他者理解の困難さに関連すると考えられている認知機能

に、「心の理論」と呼ばれるものがある。心の理論とは、知識や意図、目的

などの心の状態を用いて他者を理解したり、他者の行動を予測したりする認

知処理である。例えば、子供が出かけているうちに、台所に置きっぱなしに

していたおもちゃを子供部屋に片付けた際、帰ってきた子供はおもちゃを子

供部屋に片付けたことを知らない（知識）ので、おもちゃがまだ台所にある

と思い（誤った信念）、結果として台所におもちゃを探しに行く（行動）だ



ろう、といった推論ができる。この推論は、知識や信念といった子供の心の

状態を用いたものであり、これを「心の理論」と呼んでいる。	
	 自閉症児は、この「心の理論」の働きが弱いと考えられている。例えば、

４歳前後の自閉症児に上記の場面を見せると、子供が台所ではなく、子供部

屋におもちゃを探しに行くだろう、と答えることが多いことが知られている。

しかし一方、言葉や認知の発達に困難さを示さない自閉症成人や青年は、同

様な課題に通過すること、つまり「心の理論」を用いた行動予測を行う能力

を有していることも知られている。	
	 私たちは、アイトラッカーを用い、心の理論の自発的な働きについて研究

を行っている[1]。この研究では、上記のような場面（誤信念場面とも呼ばれ
る）をビデオ映像で提示し、実験参加者がその場面を見ているときの視線の

動きをアイトラッカーで計測している。そうすると、定型発達者は、教示や

課題設定のない場面でも、自発的に心の理論に基づいた行動予測を行い、登

場人物の次の行動を予測するような視線の動き（予期的注視）を見せる。一

方、課題場面では心の理論を用いることができる自閉症成人においても、こ

のように課題設定がなく、ただビデオを見ているだけの場面では、心の理論

に基づいた予期的注視を見せないことも示されている。つまり自閉症者では、

心の理論を明示的な課題場面で把握する「能力」があったとしても、課題設

定のない社会的場面でその能力を「自発的」に用いる傾向が弱いことが示さ

れた、と言える。社会的認知における能力と自発性の乖離についての知見は、

自閉症の臨床像を考える上で重要である、と言える。	
	 自閉症者における「自発的な社会的認知」の非定型発達については、私た

ちの他の研究からも示されている。例えば、他者が自分を見ている状態、他

者の意図や注意が自分に向けられている状況を示す手がかりである「自分に

向けられた視線」を見たとき、定型発達者は自発的に注意が惹きつけられる

ことが、行動研究、脳波研究の両面から示されている。一方、自閉症者では、

このような「自分に向けられた視線」に対し、自発的に注意を向ける傾向が

弱いことも、私たちの研究により示されている[2,	3]。自閉症者は、他者の視
線方向を理解する能力そのものには大きな違いを見せないため、これらの研

究も、社会的な手がかりを見分ける能力と、課題や教示なしに自発的に社会

的手がかりに注意を向ける傾向との乖離について示している、と捉えること

もできる。	
	 これらの知見は、自閉症者への介入や療育として、他者を理解する能力の

訓練だけでは十分ではなく、実際の社会的な場面で自発的に社会脳を用いる

ことの困難さに対応するため、周囲の社会的な環境を整えたり、新たな介入

法を開発したりする必要性があることを示している。	
	
研究テーマ２：社会脳の発達的起源	
	 アイトラッカーや脳機能計測の特徴として、実験参加者に言語による教示

を与えたり、課題を与えたりしないでも、提示された社会的刺激に対する自

発的な反応を計測できることが挙げられる。この特徴は、教示を理解できる

ようになる前の乳児期における社会脳の発達について研究する上で、極めて

有効なものとなりうる。私たちは、それらの計測法を用いて、社会脳の初期

発達について乳児研究を行っている。例えば、乳児が他者の視線を追従する



行動（視線追従行動）は、乳児の言語学習や社会的学習において重要な役割

を果たしていると考えられている。私たちは生後６ヶ月の乳児の視線追従行

動について、アイトラッカーを用いた研究を行っている[4]。この研究では、
大人が対象物に向ける視線（参照的視線）を示す前に、コミュニケーション

の開始を示す行動（顕示行動）であるアイコンタクトや、乳児に向けられた

独特の発話を示す条件とそうでない条件をビデオ映像で乳児に見せ、乳児が

映像中の人物の参照的視線を追従するかどうかをアイトラッカーで計測して

いる。その結果、乳児は顕示行動に後続する参照的視線を選択的に追従する

ことが示された。つまり、乳児の視線追従行動は視線の動きそのものに対す

る反応ではなく、顕示行動に後続する参照的視線という、一連のコミュニケ

ーション行動に対して限局的に起こっていることを示唆している、と言える

結果である。さらに、私たちは脳波計測を用いて、生後９ヶ月の乳児が参照

的視線と非参照的視線に対して異なる脳活動を示すことを明らかとしている

[5]。これらの研究は、乳児が他者の視線に対して自発的に示す反応性が、コ
ミュニケーション場面における学習に最適化されている可能性を示すもので

ある、と言える。	
	 加えて、私たちは、アイトラッカーを用い、生後１８ヶ月の乳児が、成人

と同じく心の理論を用いて他者の行動予測を自発的に行うことも示している

[6,	 7]。乳児期においてすでに心の理論の働きが見られる、というこの知見は、
他の研究グループにおいても一貫して確認されており、以前信じられていた、

「心の理論は生後３−４歳の頃に発達する」という主張を覆すものであった。

現在、この乳児期に見られる心の理論の働きと、幼児期以降に見られる心の

理論の働きとの間にどれだけの共通性が見られ、どれだけの相違点が見られ

るかについて、様々な研究が行われている。	
	 これら一連の乳児研究は、自発的な社会的認知は乳児期において既に数多

く見られることを示しており、乳児期の社会脳研究の重要性を示すものであ

る。	
	
研究テーマ３：社会的経験が社会脳の発達に与える影響	
	 脳機能の発達は全てが先験的に決定されているわけではなく、経験に応じ

て可塑的な変化を示すことが知られている。ゆえに、社会的環境、社会的経

験の影響について理解することは、社会脳の発達について解明する上で欠か

すことができない。しかしながら、ヒトを対象とした研究では、動物研究と

は異なり、生育環境を実験的に操作することは倫理的にも、現実的にも不可

能である。そこで、私たちは、自然に存在する生育環境の違いが社会脳の発

達に与える影響について、幾つかの研究を進めている。	
	 まず、視覚障害を持つ母親に育てられた乳児を対象とした縦断研究を行っ

ている[8,	9]。これは、主な養育者が視線による視覚的コミュニケーションを
行うことが困難であることにより、視線コミュニケーションの経験が異なる

乳児が、他者の視線理解や視線への注意をどのように発達させるかを研究す

るものである。これまでの研究の結果、生後１年前後の時点で、視覚障害を

持つ母親に育てられた乳児は、視線処理の発達に違いを見せることが確認さ

れている。一方、これらの乳児は認知発達や言語発達、社会性の発達全般に

おいては他の乳児と違いが見られないことから、視覚コミュニケーション経



験の違いは、視線処理という特定の機能に限局的な影響を与えるのではない

か、と考えることもできる。	
	 もう一つ進めている研究として、日英の乳幼児を比較した、視線コミュニ

ケーションにおける文化的規範の違いが視線処理の発達に及ぼす影響につい

ての文化間比較がある[10,	11]。日本をはじめとした東アジア圏では、イギリ
スをはじめとした西ヨーロッパ圏と比較して、他者とのコミュニケーション

の際に視線を合わせる時間が短く、また視線をそらすことが後ろめたさなど

のネガティブな意志だけではなく、敬意などポジティブな意志を伝達する状

況もありうるという、異なった文化的規範を有している。こういった日英の

文化的規範の違いが視線処理の発達に与える影響について、これもアイトラ

ッカーを用いた研究を行ったところ、生後１歳前後からすでに、日英の乳幼

児は他者の顔を見るときの視線の使い方に違いが見られることが確認されて

いる。	
	 これらの知見は、生後すぐの社会的経験の違いが、社会脳の発達に影響を

与えることを示唆している。同時に、親の働きかけや周囲の社会的環境を整

えることにより、社会脳の発達に影響を及ぼすことができる可能性を示して

おり、発達障害への新たな介入法につなげられる可能性もあると言える。	
	
おわりに	
	 これらの研究成果に基づき、平成２７年度中山賞奨励賞を受賞する栄誉を

得た。社会脳研究は人間理解や人間社会の理解に神経科学的な基盤を与える

ものであり、当該のテーマが中山人間科学振興財団における授賞の対象とな

ったことは、社会脳研究をさらに幅広く推奨する上で大きな助けとなったと

言える。さらに、私が行っている発達・障害研究は、成人を対象とした研究

に比べて時間がかかり、研究実施上の制約も大きいことから、なかなか日の

当たりにくい研究分野であるとも言える。ゆえに、私が行っている研究が奨

励賞を受賞したことは、私個人への表彰にとどまらず、社会脳の理解、さら

には人間理解における、発達・障害研究の重要性を広く知らしめるものにな

ったのではないか、と考えている。また、私が学部教育を受けていた頃、神

経心理学の講義を開き、実際の脳解剖の現場での実習を行うなどして、脳科

学への興味をかき立ててくださっていた河村満教授が同年度の中山賞大賞を

受賞され、授賞式会場で河村先生と再会する機会を得たこと、また、財団の

理事や賞の選考委員を務めておられる、認知科学や人類学、小児医学、精神

医学など、各分野における重鎮の先生方、また研究助成を授与された、次世

代の社会脳研究を担う若手研究者の方々と会食し、様々なお話を伺う機会を

えたことは、とても感慨深いものであった。これまでの研究を支えてくださ

った実験参加者や共同研究者の皆様、中山人間科学振興財団の関係者の方々

に、この場を借りて厚く御礼申し上げる。また、この受賞を励みに、今後も

社会脳研究の進展や、国内外における研究の振興に、できる限り努力を続け

ていきたい。	
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